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2月号の主な内容 

●この広報誌の内容は、ホームページでもご覧いただけます。 

まんのう町携帯版ホームページは、こちらのQRコードから⇒ 

まんのう町文化祭芸能部門（民謡：まんのう京瑞会のみなさん） 

�２／１６　納税相談開始 

�低所得世帯への地デジ放送
移行支援の拡大 

�民生委員・児童委員の委嘱 

�新たに公費助成される予防
接種について 

�農地・水・環境保全向上対策
のご紹介 

まちの動き 

F e b r u a r y, 2 0 1 12

〈平成23年1月1日現在〉 

●人口     20,082 人 
　（前月比＋10人） 
　　  男：    9,664 人 
　　  女：  10,418 人 

●世帯数 7,118世帯 
　（前月比＋3世帯） 
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所得申告

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
も
影
響

す
る
所
得
申
告

　

い
よ
い
よ
平
成
23
年
度
町
県
民
税
の
申
告

時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
平
成
22

年
中
の
所
得
に
関
す
る
申
告
は
、
町
県
民
税

だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

や
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
正
し
く
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申

告
を
し
な
け
れ
ば
、
国
保
税
の
軽
減
措
置
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
告
は
、
自
分
で
計
算
し
税
額
を
算

出
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
自
分
で
は
な
か

な
か
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
町
で
は
納
税

相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
が
必
要
な
方
は
、

日
程
表
＝
４
、
５
ペ
ー
ジ
参
照
＝
を
ご
覧
の

上
、
指
定
さ
れ
た
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
会
場
へ
行
く
前
に
、
ま
ず
は
自

分
で
整
理
を

　

職
員
一
人
が
一
日
に
対
応
で
き
る
相
談
件

数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
相
談
者
個
々
の

事
情
に
よ
り
、
そ
の
後
の
相
談
者
の
待
ち
時

間
が
延
び
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
十
分
に
内

容
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
相
談
を
お
受
け

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
領
収
書
・
証
明

書
の
整
理
や
収
支
計
算
な
ど
あ
ら
か
じ
め
自

分
で
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
ぜ
ひ
、
ご
自
身
で

整
理
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

事
前
の
整
理
が
不
十
分
な
場
合
は
多
少
時

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方
は
？

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
ま
ん
の
う
町

内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者
ま
た
は
現
に
居

住
し
て
い
る
者
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の

確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
方
は
、

町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

（
例
）

▽ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
内
職
な
ど
の

収
入
が
あ
る
。

▽ 

商
工
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
事
業
を

し
て
い
る
。

▽ 

生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
保
険
金
の
支
払

い
を
受
け
取
る
な
ど
、
一
時
所
得
が
あ
る
。

▽
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で

　

・
農
業
や
事
業
を
し
て
い
る

　

・ 

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い

る

　

・ 

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
な
ど
２
つ
以
上

受
け
取
っ
て
い
る

　

・ 

給
与
と
年
金
の
両
方
を
受
け
取
っ
て
い

る

申
告
に
必
要
な
物
は
？

① 

印
鑑
（
認
め
印
で
可
。
た
だ
し
、
所
得
税

の
口
座
振
替
や
還
付
金
の
振
り
込
み
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
金
融
機
関
へ
の
届
け

出
印
が
必
要
で
す
。）

② 

申
告
者
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
分
か
る

物
（
所
得
税
の
口
座
振
替
や
還
付
金
の
振

り
込
み
を
希
望
さ
れ
る
場
合
）

③ 

確
定
申
告
書
（
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
て

い
る
方
の
み
）

④ 

平
成
22
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
収
入

が
分
か
る
書
類

▽
給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

▽ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
配
分
金
、

内
職
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
の
支
払
通
知

書
▽ 

生
命
保
険
会
社
で
契
約
し
た
保
険
金
や
個

人
年
金
の
受
取
証
明
書

平
成
22
年
中
の
所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
　
　

│ 

申
告
期
限
は
3
月
15
日
ま
で 

│

【
問
い
合
わ
せ
先
】
税
務
課　

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
４

　農業所得は、税法上、事業所得に該当するので、収入金額から必要経

費を差し引いて所得金額を算出する「収支計算」によって申告するのが

原則です。

農業所得を算出するのに必要な物
収入関係

項　　目 書類の種類

農産物の販売金額
ＪＡの「わが家の農業収益等集計表」、特定農業

団体構成員の方は「平成21年度配分額通知書」も。

家事消費などの数量 農産物の種類や数量を記録したメモ

その他農業所得に

関連して得た収入
振り込みのあった預金通帳、領収書の控えなど

必要経費関係

項　　目 書類の種類

雇 人 費

領収書、振込通知書など小 作 料・ 賃 借 料

作 業 委 託 費

減 価 償 却 費 減価償却資産（農機具など）の領収書

利 子 割 引 料 金融機関などの返済表、利息計算書など

租 税 公 課 領収書

そ の 他
ＪＡの「わが家の農業経費等集計表」、特定農業

団体構成員の方は「平成21年度配分額通知書」も。
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所得申告・国民年金

⑤ 

所
得
控
除
額
を
計
算
す
る
の
に
必
要
な
書

類
▽ 

社
会
保
険
料
の
領
収
書
ま
た
は
控
除
証
明

書
（
国
民
健
康
保
険
税
納
付
証
明
書
、
介

護
保
険
料
納
付
証
明
書
、
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書
、
任
意
継
続
保
険
料
納
入

証
明
書
な
ど
）

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
に
つ

い
て
は
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
成
23
年
３
月
15

日
ま
で
、
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）
薀
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７
（
Ｉ
Ｐ
電

話
の
場
合
は
薀
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
３
０
）

ま
た
は
日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課
薀
０
８
７
７
・
６
２
・
１
６
６
０

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

生
命
保
険
料
（
一
般
、
個
人
年
金
）、
地
震

保
険
料
の
控
除
証
明
書

▽ 

（
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
）
身
体
障

害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど

※ 

認
定
基
準
日
は
、
平
成
22
年
12
月
31
日
現

在
。

▽ 

（
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
）
医
療
費

の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
が
分
か
る
支
払
明
細
書

※ 

お
む
つ
代
を
控
除
す
る
に
は
、
領
収
書
と

医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

（
用
紙
は
町
税
務
課
や
各
支
所
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
２
年
目
以

降
で
介
護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
一
定
の
方
は
、
町
健
康
増
進
課
（
薀

０
８
７
７
・
７
３
・
０
１
２
５
）
で
交
付
さ

れ
る
認
定
書
で
も
可
。

※ 

あ
ら
か
じ
め
自
分
で
領
収
書
の
金
額
を
集

計
し
、「
医
療
費
の
明
細
書
」（
町
税
務
課

や
各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）
に
ご
記

入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
場

合
）
金
融
機
関
か
ら
交
付
を
受
け
た
「
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残

高
等
証
明
書
」、
こ
の
控
除
を
受
け
る
方

の
住
民
票
の
写
し
（
町
住
民
生
活
課
薀

０
８
７
７
・
７
３
・
０
１
０
１
で
発
行
）、
請

負
契
約
書
や
売
買
契
約
書
（
収
入
印
紙
が

あ
る
も
の
）
の
写
し
、
家
屋
や
敷
地
の
登

記
事
項
証
明
書
（
高
松
法
務
局
丸
亀
支
局

（
薀
０
８
７
７
・
２
３
・
０
２
２
８
で
発
行
）

な
ど

【
国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
】

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

「
年
金
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
」
と
思

わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国

民
年
金
に
は
次
の
よ
う
に
様
々
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
２
分
の

１
（
平
成
21
年
３
月
分
ま
で
は
３
分
の
１
）

が
国
庫
負
担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、

支
払
っ
た
保
険
料
を
上
回
る
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
計
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚

生
労
働
省
の
試
算
で
は
、
１
９
８
５
年
生
ま

れ
（
２
０
０
５
年
に
20
歳
）
の
方
で
も
納
め

た
保
険
料
の
１
・
７
倍
以
上
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
生
き
て
い
る
限
り
年
金
が

受
け
取
れ
る
一
生
涯
の
保
障
で
あ
り
、
老
後

の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け
で
な
く
、

加
入
者
が
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
り
障
害
が
残
っ

た
と
き
は
「
障
害
基
礎
年
金
」、
亡
く
な
ら

れ
た
と
き
に
は
そ
の
遺
族
に
「
遺
族
基
礎
年

金
」
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
あ
な
た
の
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

納
め
た
保
険
料
は
、
確
定
申
告
の
際
に
全

額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
、
年
金

を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
仕

組
み
に
よ
り
年
金
額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、

年
金
に
加
入
（
20
歳
）
し
て
か
ら
年
金
を
受

給
（
65
歳
）
す
る
ま
で
の
間
、
経
済
社
会
が

大
き
く
変
動
し
た
と
し
て
も
、
年
金
の
価
値

が
保
障
さ
れ
ま
す
。

　所得税（住宅借入金等特別控除や

医療費控除を受けられる方、譲渡所

得（株式、土地・建物の売買）のある方、

青色申告をする方）、個人事業者の消

費税及び地方消費税、贈与税

次のような申告は、

税務署の申告相談会場へ

▼
年
金
相
談
を
開
設
し
ま
す
▲

　

香
川
県
国
民
年
金
基
金
で
は
、
国
民
年

金
基
金
に
つ
い
て
の
年
金
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き
／
２
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
／
ま
ん
の
う
町
役
場
３
階

　
　
　
　

第
１
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
川
県
国
民
年
金
基
金

薀
０
１
２
０
（
６
５
）
４
１
９
２

メ
リ
ッ
ト
１

生
涯
の
年
金
額
は
保
険
料
の

１
・
７
倍
以
上

メ
リ
ッ
ト
2

老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

メ
リ
ッ
ト
3

ケ
ガ
や
病
気
、
万
が
一
の
と

き
に
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

メ
リ
ッ
ト
5

国
民
年
金
は
経
済
の
変
動
に

も
負
け
ま
せ
ん

メ
リ
ッ
ト
4

納
め
た
保
険
料
は
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象

国
民
年
金
よ
り
お
知
ら
せ
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納税相談日程表

■ 満濃地区
月　日 会　　場 受付時間 対　象　地　域

2月16日（水）

役　場　本　庁 9：00～16：00

炭所東

2月17日（木）
炭所西（江畑、平野、塩田、大向）

2月18日（金）

2月21日（月） 炭所西（上記地区を除く）林の下、樫林、天神、町代

2月22日（火） 長尾（上記地区を除く）

2月23日（水） 公文、西高篠

2月24日（木）
東高篠、羽間

2月25日（金）

2月28日（月） 木の崎、野津郷、宮東

3月 1日（火） 旭東、光元、場正、高屋原

3月 2日（水） 八幡、中村、鐘場、中大宮、北原、桶樋、五毛

3月 3日（木） 神野、真野、五條

3月 4日（金） 岸上

3月 7日（月） 吉野下

3月 8日（火） 四條

3月 9日（水） 四條、吉野下

3月10日（木）

上記に来られなかった方
3月11日（金）

3月14日（月）

3月15日（火）

■ 仲南地区
月　日 会　　場 受付時間 対　象　地　域

2月16日（水）

仲　南　支　所 9：00～16：00

帆山、照井

2月17日（木） 福良見（上原淵1、2、中筋上、下、新三田）、小池（小池上、中）

2月18日（金） 福良見（道面、中原淵、下原淵、堀切）、小池（古田、新田）

2月21日（月） 久保、本目

2月22日（火） 新目（新目下、木原）、山脇（山脇上、黒川）

2月23日（水） 新目（新目上、中）、山脇（山脇中、南）

2月24日（木） 塩入、春日（野口）

2月25日（金） 春日（春日中、下、八日組）

2月28日（月） 生間、追上

3月 1日（火） 買田（高座、高座下、峠1、2、4、岡下団地）、宮田（宮田上、中）

3月 2日（水） 買田（西側上、下、郷見）、宮田（宮田下、宮田西）

3月 3日（木） 佐文（尾郷上、尾郷下、岡、中筋、中央）

3月 4日（金） 佐文（北岡、北山、北山東、佐文峠）

3月 7日（月） 後山、大口

3月 8日（火）

上記に来られなかった方

3月 9日（水）

3月10日（木）

3月11日（金）

3月14日（月）

3月15日（火）
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納税相談日程表

■ 琴南地区
月　日 会　　場 受付時間 対　象　地　域

2月16日（水）

琴南総合センター

9：00～12：00 三角、川奥中、川奥上

13：00～16：00 横畑、沖野、中野株切

2月17日（木）
9：00～12：00 下福家、八峯、真鈴

13：00～16：00 家六、奈良の木、勝浦本村

2月18日（金）
9：00～12：00 谷所、仲野

13：00～16：00 名頃下、名頃上、堀田

2月21日（月）
9：00～12：00 林、長谷

13：00～16：00 中熊上、中熊下

2月22日（火）
9：00～12：00 明神、前の川、雨島

13：00～16：00 皆野、淵野

2月23日（水）

琴南農改センター

9：00～12：00 川東下、焼尾

13：00～16：00 川東上、猪の鼻

2月24日（木）
9：00～12：00 中通本村

13：00～16：00 野口上、野口下

2月25日（金）
9：00～12：00 新生上、新生下

13：00～16：00 更生

2月28日（月）
9：00～12：00 梶洲東、梶洲西

13：00～16：00 木の下、備中地

3月 1日（火）
9：00～12：00 城山、岡の峰

13：00～16：00 荒神上、荒神下、梅の木

3月 2日（水）
9：00～12：00 天川、三本松下、三本松上

13：00～16：00 中央、盛上、盛下

3月 3日（木）
9：00～12：00 栄町

13：00～16：00 旭町、錦町

3月 4日（金）
9：00～12：00 仲空、風の丘、旭風会、共栄会

13：00～16：00 上所、下所、城山ハイツ、さくら

3月 7日（月）

9：00～16：00 上記に来られなかった方3月 8日（火）

3月 9日（水）

3月10日（木）

役　場　本　庁 9：00～16：00 上記に来られなかった方

3月11日（金）

3月14日（月）

3月15日（火）
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県知事意見交換会・軽油免税・地デジ・無線フリースポット

県
政
に
つ
い
て
知
事
と
意
見
交
換
し

て
み
ま
せ
ん
か

　

県
で
は
、
県
民
参
加
の
開
か
れ
た
県
政
を

推
進
す
る
た
め
、
知
事
が
県
民
の
皆
さ
ん
と
、

直
接
意
見
交
換
を
行
う
、
知
事
意
見
交
換
会

を
１
月
中
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
か
け
、
全
市

町
で
計
18
回
実
施
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、
現
在
、
県
が
策
定
中
の
次
期

総
合
計
画
の
基
本
目
標
等
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ん
の
う
町
会
場
で
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
次
の
要
領
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ま
ん
の
う
町
会
場
以
外
で
の
参
加

も
可
能
で
す
の
で
、
詳
細
は
、
県
広
報
誌
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
／
15
名

※ 

募
集
人
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。
抽
選
結
果
に
つ
い
て

は
、
応
募
者
に
対
し
、
別
途
、
通
知
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

応
募
締
切
／
２
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　

（
当
日
消
印
有
効
）

開
催
予
定
／
３
月
２
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場
／ 

ま
ん
の
う
町
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
農
事
研
修
室

※ 

会
議
は
公
開
で
行
い
、
全
容
を
録
画
し
、

後
日
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

応 

募
方
法
／
ま
ん
の
う
町
会
場
（
３
月
２
日
）

と
明
記
の
う
え
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
を
記
入
し

て
、
は
が
き
又
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
／
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
６
０
│
８
５
７
０

高
松
市
番
町
４
丁
目
１
│
10

香
川
県
総
務
部
広
聴
広
報
課

薀
０
８
７
（
８
３
２
）
３
０
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７
（
８
６
２
）
３
０
０
０

Ｅ
メ
ー
ル:k

o
ch
o
@
p
re
f.k
a
g
a
w
a
.lg
.jp

農
業
用
軽
油
免
税
証
の
交
付
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　

今
回
は
、
春
申

請
者
分
の
受
付
で

す
。
免
税
チ
ケ
ッ

ト
は
、
４
月
１
日

か
ら
使
用
可
能
で

す
。

◆ 

日
時
／
２
月
14

日
（
月
）、
15

日
（
火
）
両
日

と
も
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

※ 

こ
の
日
以
降
は
、
香
川
県
県
税
事
務
所
（
高

松
市
松
島
町
一
丁
目
17
番
28
号
）
で
申
請

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

薀
０
８
７
（
８
０
６
）
０
３
１
７

◆ 

会
場
／
ま
ん
の
う
町
役
場
本
庁
（
３
階
第

２
会
議
室
）、
琴
南
支
所
、
仲
南
支
所

◆
持
参
物

【
継
続
・
更
新
の
場
合
】

　

印
鑑
、
耕
作
証
明
書
、
使
用
簿
、
領
収
書
、

農
業
機
械
の
納
品
書
ま
た
は
購
入
証
明
書
（
農

業
機
械
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
の
み
）

※ 

更
新
の
場
合
は
別
途
、
県
収
入
証
紙
代

４
０
０
円
が
必
要
で
す
。

【
新
規
の
場
合
】

　

印
鑑
、
耕
作
証
明
書
、
県
収
入
証
紙
代

４
０
０
円
、
農
業
機
械
の
納
品
書
ま
た
は
購

入
証
明
書

※ 

耕
作
証
明
書
発
行
の
申
請
は
、
町
産
業
経

済
課
、
琴
南
支
所
、
仲
南
支
所
で
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町
産
業
経
済
課

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
５

琴
南
支
所
薀
０
８
７
７
（
８
５
）
０
１
０
２

仲
南
支
所
薀
０
８
７
７
（
７
７
）
２
１
１
４

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の
た
め
の

低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
低
所
得

世
帯
に
対
し
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
は
、

① 

生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信

料
が
全
額
免
除
の
世
帯

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

で
あ
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
簡
易

な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
の
無
償
給
付
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
の
内
容
、
申
込
み
方
法
等
は
、
対
象

世
帯
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援

薀
０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
０

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

薀
０
５
７
０
‐
０
２
３
７
２
４

無
線
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
開
設

　

公
衆
無
線L

A
N

に
よ
り
無
料
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
フ
リ
ー
ス

ポ
ッ
ト
を
、
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

玄
関
ロ
ビ
ー
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。
接
続
に
は
、
メ
ー
ル
で
の
認
証
が
あ

り
ま
す
の
で
、
無
線L

A
N

の
使
え
る
パ
ソ
コ

ン
等
と
メ
ー
ル
受
信
で
き
る
携
帯
電
話
等
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

認
証
、
接
続
手
順
に
つ
い
て
は
、
フ

リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
協
議
会
の
サ
イ
ト
「h

ttp
://

w
w
w
.fre
e
sp
o
t.co
m
/

」
を
、
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ま
ん
の
う
町　

企
画
政
策
課

薀
０
８
７
７
（
７
３
）
０
１
０
６
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農地・水・環境保全向上対策のご紹介・ふれあいパン教室

基
礎
部
分 

誘
　
導
　
部
　
分 

第9回 長尾会館ふれあいパン教室 
●はじめに：長尾会館にて、パンづくり教室を開催し

ます。おいしいパンづくりを通じて、参
加者のふれあい交流を図ることを目的と
しています。 

　　　　　　参加ご希望の方は、日程をご確認のうえ
長尾会館までお申し込みください。 

●開催日時：平成23年2月22日（火）　9：30～13：00 
●場　　所：まんのう町立長尾会館　生活改善室 
　　　　　　（まんのう町長尾1582番地） 
●内　　容：講師指導のもと「ロールパン」、「クリーム

シチュー」を作ります。 
●参 加 費：1,000円（当日集金します） 
　　　　　　※昼食代・材料費・受講料込み 
●申し込み：2月18日（金）午前

中までに、長尾会
館まで電話又はＦ
ＡＸにてお申し込
みください。（TEL・
FAX0877-79-
2021） 

農地・水・環境保全向上対策のご紹介 
高齢化、混住化の進展　農業者だけでは限界が・・・  
農地や農業用施設は、作物の生産以外にも国土や水環境を保全し、美しい農村の風景を私たちに提供してくれま
す。今まで、そういった資源は農業者の営みや、農業者を中心とした地域の共同作業で守られてきました。 
しかし、高齢化が進み、合わせて農業者自体も減少を続けており、地域の資源を守ろうとするまとまりがなくなっ
てきています。 

　この事業は平成23年度までの事業です。平成23年度から取り組む場合は、平成23年度から27年度
まで5年間は活動しなければなりません。（もし、24年度以降に本事業が実施されない場合には、24～
27年度の4年間は交付金をもらえずに活動し、報告しなければなりません。） 
【農地・水・環境保全向上対策についてのお問い合わせ先】　（建設土地改良課・�73-0107） 

注意！ 

　地域で農業者以外の方も参加する活動組
織を作り、農地や農業用施設などの資源を
守り、その質を高める取組みを支援します。 
 

〈支援交付金の単価〉 
水田　　4,400円／10a 
畑　　　2,800円／10a 

　対象地域内の農業振興地域に指定さ
れた農用地の面積を基に算出します。 

 
　支援を受けることができるのは規約や活
動計画を作成した上で市町村と協定を締結
した活動組織です。 
 
※事業には世話人が必要です。支払に関す
る金銭出納関係の事務、作業写真の撮影
と管理、活動日誌の作成をすることなど
です。活動やその証明ができない時は、交
付金の遡及返還の対象となります。 

◇畦畔・農用地法面の草刈 
◇水路の草刈 
◇ため池の草刈、配水操作 
◇農道の路肩・法面の草刈 
　　　　　　　　　など 

資源の適切な保全管理（共同活動） 

◇水路の目地詰め 
◇堤体侵食の早期補修 
◇路肩・法面の初期補修 
　　　　　　　　　など 

農地・水向上活動 
施設の長寿命化につながる活動 

◇生態系保全・景観形成など 
◇環境面に配慮した活動 
◇水路などの生物調査 
◇啓発・復旧活動 
　　　　　　　　　など 

農山環境向上活動 

そこで 

地域で守る仕組みをつくろう 

共同活動への支援 
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民生委員・児童委員

　新しい民生委員・児童委員62人が、厚生労働大臣から委嘱されました。

　任期は、平成25年11月30日までの3年間です。地域福祉についての身近な相談相手として活動しますので、担当

地区の民生委員・児童委員に御相談ください。また、地区を担当する民生委員・児童委員のほかに、児童問題を専

門に担当する主任児童委員もいますので、子供の問題でお悩みの時は、主任児童委員にご相談ください。

（福祉保険課　薀73-0124）

　平成22年11月30日をもちまして、下記の10名が委員を退任されました。長い間ありがとうございました。松内

　夫（仲南：福良見上）、仁谷榮雄（琴南：下福家）、闍尾博幸（琴南：三角）、石川百合子（仲南：小池）、原忠幹（満濃：

鰌池）、大西治子（満濃：涌井）、小川俊和（満濃：町代）、森末員代（仲南：宮田）、東條直子（満濃：主任児童委員）、

川瀬峰子（満濃：主任児童委員）。（敬称略）

新任の民生委員・児童委員

地区担当 氏　　名 電　話

仲
南
（
仲
南
支
所　

薀
７
７
・
２
１
１
１
）

塩入 和　泉　志津代 78-3451

春日上 川　原　明　善 77-2266

春日下 大　西　雅　子 78-3567

久保・本目 長　尾　節　子 77-2733

小池 大　西　　　徹 77-3746

福良見上 松　内　敏　子 78-3608

福良見下・照井 山　内　　　茂 77-2708

帆山・塩入駅前団地・仲南荘 山　下　紋　子 77-2226

後山・大口・中山団地 西　島　敏　子 77-2462

新目 西　原　美千子 78-3552

山脇 安　西　朱　実 77-2530

追上 上　村　幸　男 77-2948

宮田 細　川　和　代 75-0685

佐文南 王　尾　令　子 75-0547

佐文北 白　川　京　子 73-4391

買田 坂　口　忠　勝 75-3922

生間 奈　良　惠美子 75-0481

主任児童委員 西　山　章　子 75-6031

琴
南
（
琴
南
支
所　

薀
８
５
・
２
１
１
１
）

更生・梶洲東・梶洲西 三　好　勝　子 85-2705

木の下・城山・備中地・岡の峯・城山ハイツ・さくら 谷　本　文　子 85-2119

荒神・天川・梅の木・三本松上・三本松下 中　川　　　榮 85-2761

中央・旭町・栄町・旭風会・共栄会 米　田　千鶴子 85-2437

盛上・盛下・錦町・仲空・上所・下所・風の丘 向　井　賢　二 85-2649

新生下・新生上・中通本村 山　下　喜代子 85-2916

野口下・野口上・皆野 宮　地　弘　子 85-2941

猪の鼻・焼尾・川東下・川東上・淵野 湊　　　闍　春 84-2160

堀田・前の川・雨島 西　丸　正　明 84-2373

名頃下・名頃上・明神・やすらぎの里 新　家　　　治 84-2105

仲野・八峰・家六・谷所 大　野　登代子 84-2758

勝浦本村・下福家・真鈴 竹　地　義　博 84-2644

中熊下・中熊上・林・長谷・奈良の木 宮　下　久　男 84-2534

三角・川奥中・川奥上・沖野・中野・株切・横畑 闍　尾　幸　男 84-2440

主任児童委員 大　北　るり子 84-2049

地区担当 氏　　名 電　話

満
濃
（
福
祉
保
険
課　

薀
７
３
・
０
１
２
４
）

本村・福家 増　田　実　雄 73-2580

生稲・杉ノ上 真　鍋　　　驪 73-3745

天皇・大橋（東・中東・中西）小　林　冨美子 75-2625

新道・大橋（北・西） 新　名　節　子 75-3757

秀石・西田井・川滝・林・鰌池 秀　石　謙　三 75-4068

上田井・長田・上分・仲分・中所 平　川　英　子 75-1781

公文・大中・谷山内・田中・中部 岡　田　董　和 73-4275

辻・天神・下分・池田 大　野　義　一 75-0646

宮東（西高篠）・宮西（西高篠）梶　野　桂　子 75-0215

小原・祓川・立石・馬場・大下・上仲屋敷・下仲屋敷・高橋住宅 白　川　訓　弘 73-5154

薬師堂・道渕・久保の宮東・松の上・川添・額原・寺下 今　田　義　則 73-3305

池下・上真野・山下 大　鹿　千重子 75-0254

岸・城力・下所・吉井 渡　邊　登茂子 73-2857

涌井・椿谷・五条涌井・西村・久保川北 田　中　一　夫 73-2085

木ノ崎・旭東 多　田　　　覚 79-2197

宮東（吉野）・野津郷 白　川　アヤ子 79-3525

中村・鐘場・中大宮・八幡・北原 清　田　三津子 79-2104

光元・場正・桶樋 吉　井　　　忠 79-2390

五毛・高屋原 東　條　　　仁 79-3290

浦山・上無頭・下無頭・上の宮・大原・下王地・蔵の前 片　岡　政　志 79-3936

大向 川　中　初　美 79-3388

林の下・樫林・天神・町代・北山 近　藤　敬　子 79-2747

塩田・江畑・平野 谷　川　　　久 79-2840

上王地・東佐岡・西佐岡・田淵・寺の前・満濃荘 増　田　和　夫 79-3038

片岡・常包 千　葉　明　子 79-2121

大谷川・大井手・広袖・山の神・上種子・下種子 山　本　初　子 79-3192

金剛院・平山 今　瀧　幸　子 79-2683

主任児童委員 須　藤　富美子 75-1610

主任児童委員 小　亀　重　喜 79-2779

（敬称略）
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議会情報・エコキャップ運動

【
原
案
可
決
】

ま
ん
の
う
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

健
康
増
進
課
の
分
掌
事
務
に
お
け
る
「
介

護
保
険
（
介
護
保
険
料
の
賦
課
徴
収
に
関
す

る
事
項
を
除
く
。）
に
関
す
る
こ
と
。」
が
福

祉
保
険
課
の
分
掌
事
務
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
消
防
団
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

右
記
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
健
康
生
き
が
い
支
援
セ

ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

右
記
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ん
の
う
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
に
お
け
る
自
立
促
進
計
画
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
８
、
０
３
１
万
２
千
円
が
追
加
さ

れ
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
91

億
４
、７
８
０
万
８
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
、
２
４
２
万
３
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
24

億
６
、３
４
６
万
９
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
直

営
診
療
施
設
勘
定
は
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
29
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
３
、２
４
１
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
ま
ん
の
う
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
、
８
０
０
万
７
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
21

億
９
、８
０
０
万
７
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
ま
ん
の
う
町
診
療
所
特

別
会
計
補
正
予
算

　

総
務
費
施
設
管
理
費
と
基
金
積
立
金
の
額

を
そ
れ
ぞ
れ
２
０
７
万
円
組
み
替
え
し
、
総
額

は
８
、５
９
０
万
円
の
ま
ま
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
６
１
８
万
４
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ

２
億
７
、０
０
９
万
３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
ま
ん
の
う
町
下
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
４
８
１
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
、１
８
９
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
ま
ん
の
う
町
浄
化
槽
整

備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
４
６
万
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
、４
０
４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
ま
ん
の
う
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

　

収
益
的
収
入
は
総
額
に
１
、
３
６
７
万
円

を
追
加
し
、
総
額
が
２
億
５
、６
９
７
万
１
千

円
に
な
り
ま
し
た
。
収
益
的
支
出
は

総
額
に
１
、
２
４
３
万
９
千
円
を
追
加

し
、
２
億
５
、５
６
３
万
２
千
円
に
な
り
ま
し

た
。
資
本
的
収
入
は
総
額
に
２
２
２
万
８
千

円
を
追
加
し
、
７
、５
４
６
万
４
千
円
に
な
り

ま
し
た
。
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
学

に
対
し
て
不
足
す
る
額
８
、０
５
６
万
３
千
円

は
、
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
、
当
年
度

損
益
勘
定
留
保
資
金
、
過
年
度
損
益
勘
定
留

保
資
金
で
補
填
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

　

右
記
規
約
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

第
4
回
ま
ん
の
う
町
議
会
定
例
会

会
期
／
12
月
８
日
〜
22
日

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動

〜
世
界
の
子
ど
も
た
ち
を
助
け
よ
う
〜

　

11
月
30
日
、
琴
南
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

が
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
約
４
５
０
０
個
を
香
川
部

落
解
放
・
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
の
和
泉
事
務

局
長
に
手
渡
し
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

３
ヶ
月
か
け
て
集
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
は
キ
ャ
ッ
プ

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
フ
タ
）
を
集
め
て
リ
サ

イ
ク
ル
し
、
そ
の
販
売
代
金
に
よ
り
「
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
」
か
ら
ユ
ニ
セ
フ

を
通
じ
て
発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ

ク
チ
ン
を
届
け
る
運
動
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
さ

え
あ
れ
ば
命
が
助
か
る
子
ど
も
達
は
世
界
で

一
日
に
約
６
０
０
０
人
に
も
達
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
一
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
買
う
に
は

８
０
０
個
も
の
キ
ャ
ッ
プ
が
必
要
で
す
が
、

み
ん
な
が
少
し
で
も
集
め
れ
ば
一
人
で
も
多

く
の
子
ど
も
の
命
が
救
え
る
し
、
そ
の
子
ど

も
達
を
助
け
る
こ
と
が
世
界
の
友
人
と
し
て

私
た
ち
の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
は
和
泉
事
務
局
長

の
話
を
熱
心
に
聞
き
、
命
の
尊
さ
と
人
を
助

け
思
い
や
る
気
持
ち
を
学
び
ま
し
た
。

和泉事務局長にエコキャップを
手渡す子どもたち　　　　　　
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予防接種

～新たに公費助成される予防接種について～
■予防接種の種類： ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）、小児用肺炎球菌、子宮頸がん予防ワクチンの3種類〔3種類の

ワクチンは、本人及び保護者の同意により接種することができる任意の予防接種として位置づ

けられています。〕

■実　施　期　間：平成23年2月1日～平成24年3月31日まで

■自 己 負 担 額：全額助成のため自己負担はありません

■対　　象　　者：それぞれの予防接種の対象年齢範囲（まんのう町に住民登録のある者）

■接　種　場　所：県内の指定医療機関（ホームページで確認するか、健康増進課までお問合わせ下さい。）

■接　種　方　法： 対象者には個人通知（ワクチンの説明）と予診票をお送りしますので、県内の実施医療機関に

電話で予約をしてお受け下さい。

■持　　参　　物：健康保険証、母子手帳、個人通知に同封された予診票

  1・子宮頸がん予防ワクチン
　 　近年、20～30歳代の女性の子宮頸がんが増加しています。日本では、毎年8,500人が発症し約2,500人がこの

病気で亡くなります。子宮頸がんは子宮の入り口付近（頸部）にできるがんで、発がん性HPV（ヒト・パピロー

マウイルス）の感染が原因です。発がん性HPVは性交経験のあるほとんどの女性が感染し、感染者の100人に1

～3人が子宮頸がんを発病しています。このウイルスには15種類程のタイプがあり、その中でもHPV16型、18

型が子宮頸がんの60％を占めています。このワクチンの接種でHPV16型、18型の2つのタイプの発がん性HPV

感染が予防できますが、発がん性HPVによる病変が全て防げる訳ではありません。ワクチン接種後も2年に1回

の子宮頸がん検診受診を心掛けて下さい。

★事業対象者及び年齢：中学1年生（13歳相当）～高校1年生（16歳相当）の女子

　　　　　接種回数：3回接種

　　　　　接種間隔：初回接種から1ヶ月後に2回目を注射し、6ヶ月後に3回目を注射する。

  2．ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチン
　 　ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）は、冬に流行するインフルエンザウイルスとは別の菌で、乳幼児の細菌性髄膜

炎の半数は、この菌が原因菌になっています。この菌による細菌性髄膜炎は、5歳未満の乳幼児がかかりやすく、

日本では年間に少なくとも600人以上の報告数がありますが、ワクチン接種により予防することができます。

★事業対象年齢：生後2ヶ月～5歳未満（5歳の誕生日の前々日まで）

◆　接種開始年齢別スケジュール

　　接種開始月齢：生後2ヶ月以上7ヶ月未満の乳児

　　　　　接種回数：初回接種（3回）＋追加接種（1回）＝計（4回）

　　　　　接種間隔：初回接種：4週間～8週間の間隔で3回皮下に接種する。

　　　　　　　　　　追加接種：初回3回目接種から概ね1年の間隔をおいて1回接種する。

　　接種開始年齢：生後7ヶ月以上12ヶ月未満の乳児

　　　　　接種回数：初回接種（2回）＋追加接種（1回）＝計（3回）

　　　　　接種間隔：初回接種：4週間～8週間の間隔で2回皮下に接種する。

　　　　　　　　　　追加接種：初回2回目接種から概ね1年の間隔をおいて1回接種する。

　　接種開始年齢：生後12ヶ月以上5歳未満の幼児

　　　　　接種回数及び方法：1回を皮下に接種する。

ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）、小児用肺炎球菌、子宮頸がん予防ワクチンが無料で受けられます！

生後2ヶ月～ 
7ヶ月未満 

4～8週 4～8週 1年後 

生後7ヶ月～ 
12ヶ月未満 

4～8週 1年後 

1回目 2回目（初回から1ヶ月後） 3回目（初回から6ヶ月後） 
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予防接種・住基カード

  3．小児用肺炎球菌ワクチン
　 　肺炎球菌は、乳幼児の鼻咽頭に常在する菌で、細菌性髄膜炎や肺炎、敗血症、中耳炎などを起こしやすく飛沫

により感染します。ワクチン接種により予防することができます。

★事業対象年齢：生後2ヶ月～5歳未満（5歳の誕生日の前々日まで）

◆　接種開始年齢別スケジュール

　　接種開始月齢：生後2ヶ月以上7ヶ月未満の乳児

　　　　　接種回数：初回接種（3回）＋追加接種（1回）＝計（4回）

　　　　　接種間隔：初回接種：27日以上の接種間隔で3回皮下に接種する。

　　　　　　　　　　（3回目の接種は12ヶ月齢未満に完了）

　　　　　　　　　　追加接種： 初回3回目接種から60日以上の間隔で12 ヶ月齢～15 ヶ月齢の間に接種

する。

　　接種開始月齢：生後7ヶ月以上12ヶ月未満の乳児

　　　　　接種回数：初回接種（2回）＋追加接種（1回）＝計（3回）

　　　　　接種間隔：初回接種：接種間隔27日以上の間隔で2回皮下に接種する。

　　　　　　　　　　追加接種： 初回2回目接種から60日以上の間隔で、生後12 ヶ月齢を超えてから1回

接種する。

　　接種開始年齢：生後12ヶ月以上24ヶ月未満の幼児

　　　　　接種回数：接種（2回）

　　　　　接種間隔：60日以上の間隔で2回皮下に接種する。

　　接種開始年齢：生後24ヶ月以上5歳未満の幼児

　　　　　接種回数及び方法：1回を皮下に接種する。

※詳しくは健康増進課〔薀73－0126〕までお問合わせ下さい。

　平成21年4月1日より行っている顔写真付き住民基

本台帳カードの無料交付は、平成23年3月31日までの

期間限定です。

　期間中に、住基カードを窓口へ受け取りに来た人に

限り無料で交付できますが、平成23年4月1日からの

交付分は有料（500円）となります。

　顔写真付き住基カードは、運転免許証などと同様に

本人確認を行う際の公的な身分証明として利用できま

すので、お年寄りの方などで運転免許証をお持ちでな

い方に大変便利です。

■申請時に必要な物

①身分証明書（運転免許証、保険証など官公署発行の物）

②認め印

※ 顔写真は、申請時に住民生活課

　または各支所で無料撮影します。

■注意点

① カード発行までには2週間程度かかります。即日交

付はできません。

② カード発行準備が整えば文書でお知らせします。お

送りした文書をご持参ください。

③まんのう町から転出すると無効になります。

【問い合わせ先】

　まんのう町住民生活課　薀0877（73）0101

　琴　　南　　支　　所　薀0877（85）2111

　仲　　南　　支　　所　薀0877（77）2111

平成23年3月31日で住基カード（顔写真付き）の交付手数料の無料化は終了します。

終了間近
!!

生後2ヶ月～ 
7ヶ月未満 

27日以上 27日以上 60日以上 

12ヶ月齢未満 12ヶ月～15ヶ月齢 

生後7ヶ月～ 
12ヶ月未満 

27日以上 60日以上 

12ヶ月齢後 

生後12ヶ月～ 
24ヶ月未満 

60日以上 

24ヶ月未満 



かんたんフィットネス通信 仲南会場のご紹介！ 

「
か
ん
た
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
会
員
　
募
集
中
 

 　
ま
ず
見
学
と
体
験
！
運
動
が
で
き
る
服
装
と
運
動
靴
、タ
オ
ル
な
ど
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 

▽
会
費
月
額
／
1
、2
5
0
円
　
※
3
ヶ
月
毎
前
納
 

▽
実
施
時
間
／
満
濃
会
場
　
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
※
土
日
、祝
日
は
休
み
 

　
　
　
　
　
　
仲
南
会
場
　
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
※
土
日
、祝
日
は
休
み
 

※
仲
南
会
場
は
火
曜
日（
午
後
）と
木
曜
日（
午
後
）以
外
は
係
員
が
常
駐
し
ま
せ
ん
。
 

　
初
め
て
の
方
は
、必
ず
火
曜
か
木
曜
の
午
後
に
ご
来
場
下
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
健
康
生
き
が
い
ル
ー
ム（
満
濃
会
場
）　
�（
7
3
）0
1
3
2

�場　　所／仲南支所2F健康生きがいルーム（旧議場） 

�対 象 者／健康で運動が可能な方※持病がある方は医師にご相談下さい。 

�内　　容／筋力トレーニングマシン、ランニングマシン、エアロバイクなどを使用し

て運動します。プログラムも提供可能です。 

�利用料金／月額1，250円 

�実施時間／平日午前9時～午後5時まで　土日は休み 

�利用方法／初めてご利用される場合は、器具や施

設の使用説明がありますので、必ず指導員のいる

火曜か木曜どちらも（午後）にご来場下さい。その

後は、実施時間内であれば、お好きな時間にご利用

頂けます。入会すれば、満濃会場も利用できます

ので、お好きな場所で運動ができます。 

　仲南会場は、窓からの景色がとても奇麗です。

奇麗な景色を眺めながら運動すると、運動＋癒し

効果も期待できます！火曜と木曜（どちらも午後）は、

ベテラン運動指導員が指導します。運動に関する

相談も可能！！お勧めです。 

　現在は無料体験実施中なので、是非ご来場下さい！

※無料体験は、運動指導やプログラム作成などは

できません。実際にトレーニングを始めるには入

会（有料）が必要となります。 
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筋
力
の
重
要
性
は
、
十
分
理
解
し
て
い
ま

す
。
で
も
、
中
高
年
に
な
っ
て
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
も
効
果
は
あ
る
の
？

Q
：
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
性
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
、
年
齢
が
高
く
な
っ
て
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
も
、
効
果
が

な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
。

Ａ
：
健
康
の
た
め
に
お
こ
な
う
運
動
と
し
て

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
性
の
運

動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
有
酸
素

性
の
運
動
は
、
呼
吸
循
環
機
能
の
向
上
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
、

改
善
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、

姿
勢
を
維
持
し
た
り
、
起
居
動
作
、
物
の
運

搬
動
作
な
ど
に
必
要
な
筋
力
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
年
齢
と
共
に
筋
力
は
低
下
す
る

　

驚
く
べ
き
こ
と
で
す
が
、
若
い
世
代
に
お

い
て
も
、
筋
肉
に
負
荷
を
与
え
な
け
れ
ば
、

筋
力
は
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

特
に
持
久
力
は
あ
っ
て
も
、
瞬
間
的
に
力
を

発
揮
す
る
よ
う
な
筋
力
は
、
40
歳
以
降
急
激

に
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

中
高
年
で
あ
っ
て
も
、
積
極
的
に
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

■ 

「
年
齢
が
高
く
て
も
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
効
果
は
あ
る
の
？
」

　

健
康
教
室
で
よ
く
聞
か
れ
る
質
問
で
す
。

み
な
さ
ん
、
高
齢
時
の
筋
ト
レ
の
効
果
を
疑

問
視
さ
れ
る
の
で
す
が
、
年
齢
に
関
係
な
く
、

筋
ト
レ
の
効
果
が
あ
る
こ
と
は
、
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
筋
肉
を
つ

け
る
こ
と
に
よ
り
、
基
礎
代
謝
を
よ
り
高
め

る
こ
と
に
な
り
、
太
り
に
く
い
カ
ラ
ダ
を
作

り
ま
す
（
10
月
号
広
報
記
事
参
照
）。
つ
ま
り

肥
満
予
防
に
効
果
あ
り
な
の
で
す
。

■
筋
ト
レ
実
施
時
の
注
意
点
は
？

　

ま
ず
は
、
運
動
前
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
体
調
が
悪
か
っ
た
り
、
疲
労

感
を
感
じ
る
と
き
は
、
回
数
を
減
ら
す
な
ど

調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
運
動
中
は
ゆ
っ

く
り
と
し
た
正
確
な
動
作
を
心
が
け
る
こ
と

と
、
息
を
止
め
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
す
。

動
作
を
始
め
る
と
き
に
、
き
ば
っ
て
息
を
止

め
て
し
ま
う
と
、
血
圧
が
過
度
に
上
昇
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
チ
カ
ラ
を
入
れ
る
と

き
は
、
息
を
吐
く
こ
と
を
意
識
し
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

の
運
動
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
に
関
す
る
質

問
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
質
問
は
、
町

福
祉
保
険
課
国
保
係
ま
で
ハ
ガ
キ
又
は
e

メ

ー

ル:fukusi@
tow
n.m
a
nno.lg

.jp

ま

で
。

こ
の
内
容
は
、
音
声
告
知
放
送
ふ
れ
あ
い
放

送
で
第
３
・
４
月
曜
日
の
午
後
８
時
30
分
か
ら

放
送
し
ま
す
。

四
国
学
院
大
学
社
会
学
部
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

准
教
授
　
片
山
　
昭
彦 

効
果
は
あ
る
の
？ 

「
中
高
年
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」 



運動 
水 

主食 

副菜 

主菜 
果
物
果
物 

牛
乳
・

牛
乳
・ 

乳
製
品

乳
製
品 

果
物 

牛
乳
・ 

乳
製
品 

おやつ 

ご飯 

りんご バナナ 

かき玉汁 

サラダ 

※メニューをコマにあてはめると 

食べた物を食事バランスガイドのコマにあてはめてみましょう。 

魚介とたっぷり野菜の中華炒め 

1品で半日分の野菜量が摂れる炒め物を朝からモリモリ食べよう！！ 
ご飯、魚介とたっぷり野菜の中華炒め、 
白菜とりんごのサラダ、チーズかき玉汁、 
バナナヨーグルト 

600kcal台の 
栄養バランスメニュー 

エネルギー 154kcal　タンパク質 12.7ｇ　脂質 5.7ｇ　食物繊維 4.5ｇ　食塩 2.0ｇ 

●シーフードミックス…200g 
●ロースハム…………2枚 
●人参…………………80g 
●タケノコ…………200g 
●チンゲンサイ……240g 
●玉ねぎ……………100g 
●長ネギ………………60g 
●干しシイタケ………3枚 
●にんにく・生姜……各1片 
●油…………大さじ1.1/3

材料（4人分） 

8分通り火が通れば、あらかじめ 
混ぜ合わせておいた�を加え、 
とろみがつけば完成。 

みじん切りのにんにくと 
しょうがを香りが出るまで 
炒めて、材料を加える。 

ヨーグルト 

短冊切り 

 
シーフードは�をまぶして、 
さっとゆでる。 

�（酒・片栗粉各小さじ2） 
�（オイスターソース大さじ1、
中華スープの素小さじ2/3、
干しシイタケの戻し汁大さじ3、
片栗粉大さじ2/3、水大さじ1） 

くし形を 
半分に 

8等分 

そぎ切り 
※戻し汁は後で使用 3cm

薄切り 

②、①の順に加える。 � 

チーズ 

中華炒め 
の野菜 

中華炒め 汁の卵 

1食に野菜を120g食べよう 

1
3 42作り方  

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
 

管
理
栄
養
士
の
 

中讃テレ
ビ 

　今月の出演者は、まんのう町ヘルスメイトの黒川喜代さ
ん＝写真右＝ 
　テレビで紹介された料理レシピ（全品）は、町ホームペー
ジや、健康増進課、各支所の窓口で手に入ります。 
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管理栄養士のワンポイントアドバイス・食育工房・食育だより

　

皆
さ
ん
は
食
品
を
切
る
時
に
、
切
る
方
向

や
力
の
加
え
方
な
ど
を
考
え
て
包
丁
を
使
っ

て
い
ま
す
か
？

　

今
回
は
日
頃
何
気
な
く
し
て
い
る
包
丁
の

基
本
の
使
い
方
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

「
切
る
」
と
は
、
食
品
か
ら
食
べ
ら
れ
な
い

部
分
を
除
く
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
す
る
、

熱
を
通
り
易
く
す
る
、
美
し
い
形
に
す
る
な

ど
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

主
な
切
り
方
は
次
の
３
つ
で
す
。

◎
包
丁
を
真
下
に
下
ろ
す
（
豆
腐
な
ど
）

◎
向
こ
う
へ
押
し
下
げ
る
（
野
菜
な
ど
）

◎
手
前
に
引
き
下
ろ
す
（
さ
し
み
な
ど
）

　

切
る
方
向
は
、
野
菜
や
肉
類
の
繊
維
の
方

向
に
直
角
に
切
る
頻
度
が
平
行
に
切
る
頻
度

よ
り
も
多
い
と
食
感
が
柔
ら
か
く
な
り
ま
す
。

そ
の
か
わ
り
、
食
材
の
も
つ
成
分
が
流
れ
出

や
す
く
、
煮
く
ず
れ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
の
柔
ら
か
い
食
品
や
せ
ん
切

り
は
繊
維
方
向
に
平
行
に
切
り
ま
す
。

　

包
丁
を
使
う
た
め
に
は
、
ま
な
板
が
必
要

で
す
が
、
ま
な
板
に
も
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

木
製
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
が
あ
り
、
木
製
は

弾
力
性
が
あ
り
、
包
丁
が
あ
た
っ
て
も
刃
を
傷

つ
け
に
く
い
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
し
か
し
、

ま
な
板
側
の
傷
に
菌
が
入
り
込
み
や
す
い
た

め
注
意
が
必
要
で
す
。

　

使
用
前
に
は
水
洗
い
し
て
湿
ら
せ
、
ま
な

板
に
直
接
食
品
の
成
分
が
し
み
込
ま
な
い
よ

う
に
し
、
使
用
後
は
十
分
洗
浄
し
て
風
通
し

の
良
い
と
こ
ろ
で
乾
燥
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

最
近
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ま
な
板
に
も

色
々
な
種
類
が
あ
り
、
抗
菌
ま
な
板
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
方
が
乾
燥
機

に
も
入
れ
ら
れ
て
衛
生
的
で
す
の
で
、
大
量

に
調
理
を
行
う
調
理
場
な
ど
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
ま
な
板
を
使
う
事
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
は
年
中
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、
油

断
大
敵
で
す
。
殺
菌
・
洗
浄
を
し
っ
か
り
と

行
い
食
中
毒
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。



不
思
議
な
御
利
益
が
伝
わ
る
吉
田
寺
 

探
訪
 59

人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー
 

『
楽
し
み
な
が
ら
異
文
化
と
外
国
語
を
学
ぶ
』 

の窓 
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お
参
り
す
る
と
、
ど
ん
な
病
も
た
ち
ど
こ

ろ
に
治
る
と
伝
わ
る
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
寺

が
あ
る
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
年
）
創

建
で
「
内
田
の
御
大
師
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ

る
吉
田
寺
で
あ
る
。
寺
に
伝
わ
る
「
喜
平
一

代
記
」
に
記
さ
れ
た
内
容
の
一
部
を
要
約
し

て
紹
介
す
る
。

　

こ
の
寺
の
開
祖
は
浄
順
、
俗
名
を
佐
々
木

喜
平
治
と
い
い
、
弘
法
大
師
に
深
く
帰
依
し

て
い
た
。
喜
平
治
三
十
五
歳
の
時
、
思
い
立
っ

て
子
ど
も
二
人
を
連
れ
て
四
国
霊
場
の
巡
拝

の
旅
に
出
る
。
八
巡
し
た
と
こ
ろ
で
、
成
人

し
た
子
ど
も
を
家
に
返
し
、
一
人
で
巡
拝
を

続
け
て
、
二
十
三
回
巡
回
し
た
と
こ
ろ
で
家

に
帰
る
。

　

そ
の
後
、
炭
を
焼
い
て
生
計
を
立
て
る
が
、

炭
の
得
意
先
に
吉
野
村
木
ノ
崎
で
鍛
冶
屋
を

営
む
三
太
と
い
う
人
と
親
し
く
な
る
。
喜
平
治

が
七
十
五
歳
に
な
っ
た
あ
る
日
の
こ
と
、
三

太
か
ら
「
今
朝
不
思
議
な
夢
告
げ
が
あ
っ
た
。

善
通
寺
の
東
南
に
三
ツ
池
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
旅
の
僧
か
ら
弘
法
大
師
の
像
を
く
だ
さ
る

と
い
う
夢
を
見
た
。
自
分
は
忙
し
い
の
で
行

か
な
い
か
ら
、
代
わ
り
に
行
っ
て
み
な
い
か
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

　

興
味
を
引
か
れ
善
通
寺
に
行
っ
て
み
る
と
、

本
当
に
立
派
な
旅
僧
が
来
て
弘
法
大
師
像
を

く
だ
さ
っ
た
。
喜
ん

で
三
太
の
家
に
帰
る

と
、
杖
を
つ
い
た
足

の
悪
い
人
が
来
て
、

お
祈
り
す
る
と
た
ち

ど
こ
ろ
に
治
っ
て
杖

が
必
要
な
く
な
っ
た

と
い
う
。

　

三
太
が
、
喜
平

治
さ
ん
が
貰
っ
た
物

だ
か
ら
持
っ
て
帰
れ
と
い
う
の
で
、
持
ち
帰

り
大
切
に
お
祀
り
し
て
い
る
と
、
な
ぜ
か
喜

平
治
の
家
に
は
大
勢
の
人
が
お
参
り
に
来
て
、

朝
夕
市
を
な
す
如
く
に
な
っ
た
。

　

あ
る
時
、
炭
所
東
村
の
山
ノ
神
で
大
木
を

伐
採
中
に
事
故
が
起
こ
り
七
、八
人
の
負
傷
者

が
出
た
。
中
で
も
三
人
は
医
者
か
ら
手
を
離

さ
れ
る
重
体
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
喜
平
治

に
夢
告
げ
が
あ
っ
て
、
怪
我
人
の
元
に
行
っ

て
一
心
に
お
祈
り
す
る
と
全
快
し
た
と
い
う
。

以
来
、
こ
の
噂
を
聞
き
つ
け
た
多
く
の
病
人

が
四
方
八
方
か
ら
、
祈
願
に
来
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
寺
の
創
建
に
つ
い
て
は
庄
屋
の

西
村
市
太
夫
が
奔
走
す
る
が
、
経
緯
と
名
称

の
由
来
な
ど
は
西
村
家
文
書
や
琴
南
町
誌
に

詳
し
い
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

（
文
責　

造
田　

河
野　

安
行
）

　

平
成
22
年
12
月
18
日
、
町

国
際
交
流
協
会
が
実
施
し
て

い
る
小
学
生
英
会
話
教
室
に

て
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
特
別
講
師
を
し
て
く
れ
た
の
は
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
出
身
で
県
国
際
交
流
員
の
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
マ
ッ
ケ
イ
ブ
さ
ん
。
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
さ
ん
を
招
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

授
業
で
学
習
し
た
数
字
や
あ
い
さ
つ
、
自
己

紹
介
な
ど
の
復
習
を
交
え
な
が
ら
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
由
来
や
ク
リ
ス
マ
ス
に
ま
つ
わ
る
英

単
語
を
学
び
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ス

マ
ス
を
紹
介
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「
日
本
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
ケ
ー
キ
を
食
べ
ま

す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
の
よ
う
な
ケ
ー

キ
は
食
べ
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ク
ッ
キ
ー

や
パ
イ
な
ど
を
食
べ
ま
す
。」
と
子
ど
も
た
ち

が
大
好
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
に
つ
い
て

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
さ
ん
か
ら
説
明
が
あ
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
意
外
な

習
慣
の
違
い
に
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「T

h
e
 B
a
n
a
n
a
 S
o
n
g

（
バ
ナ
ナ
の

歌
）」
を
全
員
で
歌
い
な
が
ら
歌
詞
に
合
わ

せ
て
踊
り
を
踊
る
な
ど
、
英
語
と
動
作
を
関

連
付
け
て
習
得
で
き
る
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
楽
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、

異
文
化
に
触
れ
る
場
と
し
て
、
英
語
を
使
う

喜
び
と
そ
の
力
を
育
て
る
学
習
の
場
と
し
て

授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
小
学
生
英
会
話
教
室
は
、
今
回
の
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
以
て
全
12
回
の
授
業
が
終
了

と
な
り
ま
し
た
。
授
業
の
最
後
に
は
、
担
当

講
師
の
闍
木
貴
美
子
さ
ん
と
小
山
由
加
里
さ

ん
か
ら
全
員
に
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
、「
こ

れ
か
ら
も
英
語
の
勉
強
頑
張
っ
て
ね
。」
と
励

ま
し
の
言
葉
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ふるさと探訪・国際交流の窓

訂正とお詫び／広報まんのう1月号10ページ、国際交流の窓1行目の大学名に誤りがありました。正しくは京都工芸繊維大学です。
　　　　　　　訂正してお詫びいたします。

輪になってゲームを楽しむ子どもたち

歌やダンスを通して英語を学ぶ



「
あ
な
た
と
人
権
シ
リ
ー
ズ
�
」
 

人
権
コ
ラ
ム
 48
シリーズ 

人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー

人
権
作
文
コ
ー
ナ
ー
 

第30回全国中学生 
人権作文コンテスト 
香川県大会奨励賞 

　この大会は次代を担う中学

生が人権問題について作文

を書くことによって、人権尊重

の重要性、必要性についての

理解を深めるとともに、豊か

な人権感覚を身に付けること

を目的として行われ、小笠原

奈央さん（琴南中学校2年）

は応募総数6,794人の中か

ら見事奨励賞を受賞しました。 

奨励賞を受賞した 
小笠原奈央さん（造田） 
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「
ア
イ
ヌ
の
人
権
回
復
」

　

西
日
本
で
は
ア
イ
ヌ
の
問
題
へ
の
関
心

が
あ
ま
り
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
イ
ヌ

の
人
権
回
復
は
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

１
９
９
７
年
に
は
「
ア
イ
ヌ
新
法
」
が

公
布
さ
れ
、「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」「
旭

川
市
旧
土
人
保
護
地
処
分
法
」
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。
最
近
ま
で
政
府
は
土
人
扱
い

し
て
い
た
の
で
す
。２
０
０
８
年
に
は「
ア

イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
す
る
こ
と
を
求

め
る
決
議
」
が
衆
参
両
院
に
お
い
て
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
人
権
回
復
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
、
国
連
で
は
１
４
３
ヶ

国
の
賛
成
で
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す

る
国
連
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
先
住
民
族

の
権
利
保
護
の
国
際
水
準
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
先
住
民
へ
の
同
化
政
策
を
誤
り
と

し
、
先
住
民
の
自
決
権
、
独
自
の
政
治
的
・

経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
組
織
を
持
つ

権
利
、
同
意
な
く
没
収
さ
れ
た
土
地
・
領

土
・
資
源
な
ど
を
返
還
さ
せ
る
権
利
を
認

め
、
対
象
民
族
は
約
３
億
７
０
０
０
万
人

で
す
。

（
香
川
人
権
研
究
所
） 

友
達
み
ん
な
で
楽
し
い
ク
ラ
ス
に

　

私
は
友
達
が
い
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
が
困
っ
て
い
る

と
き
に
助
け
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
図
工
の
絵
の
時
間
に
、「
こ

こ
は
こ
う
か
い
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。」

と
か
、「
こ
う
し
た
ら
う
ま
く
み
え
る
よ
。」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
休

み
時
間
に
、
一
人
で
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る

と
き
に
も
、「
ど
う
し
た
ん
。」
と
声
を
か

け
て
く
れ
、
心
配
し
て
く
れ
ま
す
。

　

大
変
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
友
達
が
い

て
く
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い

ま
す
。

　

私
が
、
学
級
目
標
の
中
で
、
一
番
い
い

と
思
う
と
こ
ろ
は
最
後
の
「
あ
な
た
は
一

人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
十
一
名
の
仲
間

と
と
も
に
伸
び
ま
し
ょ
う
。」
の
と
こ
ろ

で
す
。

　

特
に
、「
あ
な
た
は
一
人
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
の
と
こ
ろ
が
す
ご
く
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
わ
け
は
、
一
人
で
苦
し
む
こ

と
は
な
い
ん
だ
よ
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
家

族
で
も
、
友
達
で
も
、
先
生
で
も
、
だ
れ

に
で
も
相
談
し
た
ら
い
い
ん
だ
よ
。
と
い

う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

　

「
三
十
一
名
の
仲
間
」
と
い
う
と
こ
ろ

は
、
あ
な
た
一
人
が
い
な
く
な
っ
て
も

三
十
一
名
の
仲
間
で
は
な
い
ん
だ
よ
。
あ

な
た
は
こ
の
ク
ラ
ス
の
大
事
な
仲
間
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
か
ら
で
す
。
だ

か
ら
、
み
ん
な
で
一
緒
に
「
と
も
に
伸
び

ま
し
ょ
う
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
気
持
ち

が
分
か
る
と
、
差
別
や
人
を
無
視
す
る
こ

と
は
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
差
別
を
す

る
人
や
無
視
す
る
人
は
、
さ
れ
る
人
の
つ

ら
い
気
持
ち
が
分
か
っ
て
い
な
い
か
ら
す

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
五
年
生
の
ク
ラ
ス
か
ら
、
そ
ん

な
人
の
気
持
ち
の
分
か
ら
な
い
人
を
な
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
友

達
の
こ
と
を
分
か
り
合
い
、
助
け
合
い
な

が
ら
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
今
よ
り
も
、
も
っ
と
も
っ
と

楽
し
い
毎
日
を
み
ん
な
が
過
ご
せ
る
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
学
級
委
員
で
す
。
み
ん
な
が
友

達
の
こ
と
を
考
え
て
、
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
が

い
っ
ぱ
い
の
ク
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
、
友

達
と
一
緒
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

人権コラム・人権作文コンテスト・人権作文コーナー

四条小学校
5年

鈴木　　碧



※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。 
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情報ひろば

◆狩猟免許取得について
①狩猟免許取得のための初心者講

習会◆日時／3月14日（月）～3月

15日（火） 午前10時～◆会場／サ

ンメッセ香川中会議室◆受講料／

8,000円◆受付期間／2月15日（火）

～2月28日（月）

②狩猟免許試験◆日時／3月24日

（木）午前9時～◆会場／県庁北館3

階◆受験料／5,200円（他の種類の

狩猟免許を持っている人は、1件に

つき3,900円）◆受付期間／2月21

日（月）～3月7日（月）消印有効

【申し込み先／問い合わせ先】

①香川県猟友会

　薀087-831-6920
②香川県みどり保全課

　薀087-832-3212

◆「耳の日」記念講演会
　3月3日の耳の日に因み、聞こえ

に不安を持っている方、補聴器で

悩んでいる方およびその家族や聞

こえに関心を持っている方を対象

に講演会を開催します。

◆日時／3月6日（日）午後1時30分

～午後4時◆会場／丸亀市保健福祉

センター（ひまわりセンター）４階

◆内容／講演「難聴のはなし」香川

大学医学部耳鼻咽喉科教授：森望、

講演「補聴器の上手な買い方・使い

方」眞鍋医院院長：真鍋敏毅、補聴

器展示および相談※入場料、事前

申込みは不要

【問い合わせ先】

香川県障害福祉相談所

　薀087-867-2696

◆ 平成23年度かがわ長寿大
学受講生

◆受講資格／香川県在住で満60歳

（平成23年4月1日現在）以上の方か

つ過去にかがわ長寿大学を受講し

たことのない方（かがわ長寿大学地

域セミナーのみを受講したことの

ある方については、受講資格あり。）

◆募集人員／190人※申し込み多数

の場合は、第3者による公開抽選に

より受講生を決定。◆募集期間／2

月1日（火）～2月28日（月）当日消印

有効◆開講日時／平成23年4月～平

成25年3月（2年制）、年間26日間・

1時限90分・1日2時限（第1時限：

午前10時～午前11時30分、第2時

限：午後1時～午後2時30分）、1年

生は原則として月曜日、2年生は原

則として火曜日に開講。◆会場／

香川県社会福祉総合センター7階大

会議室（高松市番町一丁目10番35

号）◆受講料／1年間につき25,000

円◆申し込み方法／往復はがきに、

住所・氏名（ふりがな）・生年月日・

年齢・性別・電話番号・「かがわ長

寿大学受講希望」と書き、下記の申

し込み先へ送付してください。な

お、一人につき1枚です。

【申し込み先／問い合わせ先】

財団法人かがわ健康福祉機構

長寿社会部　薀087-863-0222

〒760-0017

高松市番町一丁目10-35 

◆ 自衛隊幹部候補生（一般・
技術）、一般曹候補生募集

①自衛隊幹部候補生（一般・技術） 

◆応募資格／平成24年4月1日現在

20歳以上26歳未満の者で大学卒業

程度の学力を有する者（22歳未満は

大卒者（見込み））（大学院修士課程

修了者（見込み）は28歳未満）◆受付

期間／平成23年2月1日（火）から5

月6日（金）◆一次試験／平成23年5

月14日（土）飛行要員希望者のみ15

日（日）適性検査

②一般曹候補生◆応募資格／平成

24年4月1日現在18歳以上27歳未

満の者※ただし、平成24年3月高

等学校卒業予定者または中等教育

学校卒業予定者は除く◆受付期間

／平成23年2月1日（火）から5月6日

（金）◆一次試験／平成23年5月21

日（土）

【問い合わせ先】

自衛隊香川地方協力本部

善通寺地域事務所

善通寺市南町3-1-1

　薀0877-63-2363

  11.26 浩平 東高篠

  12. 1 貴彦 造田

  12. 2 博昭 吉野

  12. 2 大 炭所西

  12. 6 拓史 長尾

  12. 6 竜次 造田

  12. 7 充貴 四條

  12. 7 栄一 炭所西

  12. 8 雅登 七箇

  12. 8 眞利 吉野

  12. 8 基 炭所西

  12. 8 賢一 中通

  12.10 之圭 帆山

  12.16 聡 羽間

  12.21 正平 宮田

  12.24 哲男 炭所西

  12. 3 88 川東

  12. 3 80 七箇

  12. 3 78 炭所東

  12. 5 93 吉野

  12. 5 92 炭所西

  12.12 92 吉野

  12.14 84 七箇

  12.15 87 宮田

  12.19 87 中通

  12.19 84 四條

  12.20 98 吉野

  12.23 88 長尾

  12.24 97 造田

  12.26 74 宮田

  12.30 50 岸上

  12.30 70 七箇

  12.31 84 七箇
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もも

田
た

琥
こ

羽
う

堀
ほり

田
た

尋
じん

奨
すけ

谷
たに

井
い

彪
ひゅう

我
が

植
うえ

野
の

竜
りゅう

誠
せい

おめでた 健やかな成長を・・・（敬称略）

氏　名   誕生月日 保護者名   地区 

12 月届け出分

おくやみ ご冥福をお祈りします・・・（敬称略） 

氏　名     死亡月日    年齢    地区 

12 月届け出分



I N F O R M A T I O N

広報まんのう　2011.217

情報ひろば

　NTTグループでは、地球にやさ

しい取り組みとして、新しい電話

帳をお届けする際に古い電話帳を

回収させていただき、それを新し

い電話帳の原材料とする『電話帳ク

ローズドループリサイクル』の取り

組みを行っております。2月に新し

い電話帳をお届けした際には、配

達員に今までお使いになった古い

電話帳をお渡しください。

　なお、新しい電話帳をお届けし

た際にご不在の場合は、後日改め

て回収にお伺いいたしますので、

お手数ですがタウンページセンタ

までご連絡ください。

　また、タウンページセンタでは

電話帳に関する各種ご要望（お届け

先や配達冊数の変更等）も承ってお

ります。お気軽にお申し付けくだ

さい。

【問い合わせ先】

タウンページセンタ

　薀0120-506-309
　午前9時～午後5時

※土日祝日、年末年始除く

　土地の境界をめぐるトラブルに

ついて、次のとおりご相談をお受

けいたします。

　なお、ご相談は予約制となって

いますので、事前にお電話でご予

約いただきますようお願いいたし

ます。

◆日時／2月16日（水）午前9時～午

後5時まで◆場所／高松法務局丸亀

支局2階登記部門◆申し込み期間／

2月7日（月）～2月10日（木）の午前9

時～午後5時

【申し込み先／問い合わせ先】

高松法務局丸亀支局

　薀0877-23-0229（担当宮闢）

　年度末は窓口が混雑しますので、

自動車の検査、廃車、名義変更等

につきましては、お早めに手続き

されますようお願いいたします。

【問い合わせ先】

検査関係　薀087-882-1355
登録関係　薀050-5540-2075
自動車税関係は香川県県税事務所

　薀087-881-3858
軽自動車関係は軽自動車検査協会

　薀087-870-6676

◆ 「青年期ひきこもり」親のグ
ループワーク（無料）

◆開催日時／毎月第4金曜日午後1

時30分～午後3時◆会場／香川県精

神保健福祉センター4階会議室（高

松市松島町1丁目17-28）◆対象／

義務教育終了後の「社会的ひきこも

り」状態にある青年期（概ね30歳ま

で）のお子さんを持つ親※事前予約

が必要です

【申し込み先／問い合わせ先】

香川県精神保健福祉センター

　薀087-804-5566

◆2011春の就職面接会
◆日時／2月2日（水）午後1時～午後

4時◆内容／就職面接会参加県内企

業数（予定）100社◆場所／サンメッ

セ香川（高松市林町2217-1）大展示

場◆対象者／中途採用希望者およ

び平成23年3月の大学・短大・高専・

専修学校等の卒業予定者（既卒者含

む）

【問い合わせ先】

香川県労働政策課

　薀087-832-3368

◆木造住宅耐震対策講座
◆日時／2月8日（火）午後1時30分

～午後4時◆会場／サンポートホー

ル高松61会議室◆講師／松崎孝平

さん（松崎建設株式会社代表取締

役）◆対象／耐震対策に関心のある

方なら、どなたでも◆人数／120人

（申込先着順）◆参加料／無料、防

災グッズのお土産付き

【申し込み先／問い合わせ先】

香川県土木部住宅課

住環境整備グループ

　薀087-832-3584
　FAX087-806-0219

◆ 青少年育成　特別講演会
（無料）
◆日時／2月20日（日）午前10時開

演※午前9時30分受付開始◆会場／

まんのう町町民文化ホール◆演題

／見栄えよりも自分の生き方を◆

講師／吉野塾塾長吉野敬介先生◆

主催／まんのう町青少年育成会議

【問い合わせ先】

まんのう町教育委員会社会教育課

　薀0877（73）0108

◆出張職業相談
◆日時／2月24日（木）午後1時30分

～午後3時30分◆会場／まんのう町

役場本庁3階第2会議室◆相談員／

ハローワーク丸亀の職員

【問い合わせ先】

ハローワーク丸亀

　薀0877-21-8609

まんのう町産業経済課

　薀0877-73-0105

◆ 行政書士法制定60周年記
念事業（無料）

◆日時／2月27日（日）午後2時～4

時（午後1時30分開場）◆会場／マリ

ンパレスさぬき2階瀬戸の間（高松

市福岡町2-3-4）◆内容／第1部 : 基

調講演香川大学法学部教授三野靖

氏・演題『市民と行政との架け橋』、

第2部 : アトラクション落語家桂こ

け枝氏・落語「代書屋」、第3部 : パ

ネルディスカッション・テーマー

『行政書士に聞いてみよう』

【問い合わせ先】

香川県行政書士会

　薀087-866-1121

香川運輸支局からのお願い

土地の境界トラブルの解消相談

地球にやさしい電話帳をつくるた
め古い電話帳の回収にご協力を

催　し　物
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まちのニュース

平成22年度まんのう町消防団中継送水訓練 まんのう町連合自治会＆町議会の意見交換会●
災
害
に
備
え
て
円
滑
な
防
災
対
策
を

●
地
域
の
視
点
か
ら
町
の
課
題
を
考
え
る

　

平
成
22
年
12
月
5
日
に
健
康
ふ
れ
あ
い
の

里
の
管
理
棟
奥
菰
敷
池
付
近
で
林
野
火
災
が

発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
中
継
送
水
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
継
送
水
訓
練
と
は
、
2
台
以
上
の
ポ
ン

プ
を
直
列
に
つ
な
い
で
送
水
を
行
う
も
の
で
、

林
野
火
災
な
ど
、
水
利
か
ら
離
れ
た
火
災
現

場
の
消
火
活
動
を
安
全
か
つ
円
滑
に
進
め
る

目
的
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
約
９
０
０
ｍ
離
れ
た
水
源
か
ら

48
本
の
ホ
ー
ス
を
連
結
し
て
火
災
現
場
に
放

水
す
る
作
業
を
行
い
、
慣
れ
な
い
作
業
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
訓

練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
11
月
24
日
、
ま
ん
の
う
町
連
合

自
治
会
役
員
と
町
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換

会
が
役
場
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
合
併
以
降
初
め
て
の
開
催
で

あ
り
、
地
域
の
代
表
者
と
し
て
町
の
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
互
い
の
意
見
を
語
り
合
お
う

と
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
地
域
振
興
を
基
本
テ
ー
マ
と
し

て
過
疎
、
少
子
化
、
高
齢
化
、
産
業
・
農
業

振
興
な
ど
に
つ
い
て
出
席
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
の
町
の
施
策
に
つ

な
が
る
貴
重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

中継ポンプを設置するまんのう町消防団員 意見交換を行う出席者ら

ことなみ土器どきフェスタ2010 第4回まんのう町文化祭芸能部門●
野
山
に
響
く
太
鼓
の
音

●
地
域
の
文
化
活
動
の
交
流
を

　

平
成
22
年
12
月
5
日
、
旧
琴
南
東
小
学
校

で
こ
と
な
み
土
器
ど
き
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
ら
細
工
や
バ
ル
ー
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

飾
り
の
作
成
の
体
験
教
室
の
ほ
か
、
画
家
水

澤
正
信
氏
の
絵
画
の
展
示
や
書
道
家
樋
笠
幸

三
氏
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
屋
外
で
獅
子
舞
や
ｍ
ａ

ｃ
み
あ
い
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ
か
県
立
農
業

経
営
高
等
学
校
に
よ
る
拓
心
太
鼓
が
行
わ
れ
、

周
囲
の
野
山
に
そ
の
迫
力
あ
る
演
奏
を
響
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
11
月
28
日
に
町
民
文
化
ホ
ー
ル

で
第
4
回
ま
ん
の
う
町
文
化
祭
芸
能
部
門
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
文
化
祭
は
交
流
を
テ
ー
マ
に
、
地
域

ご
と
の
文
化
活
動
を
披
露
し
、
お
互
い
の
技

術
向
上
を
図
る
と
と
も
に
地
域
間
の
交
流
を

深
め
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
は
民
謡
や
詩
吟
、
舞
踊
と
い
っ
た

郷
土
芸
能
を
は
じ
め
、
琴
や
オ
カ
リ
ナ
の
演

奏
の
ほ
か
、
手
品
や
ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
惜
し
み
の
な
い
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

県立農業経営高等学校による拓心太鼓 Mayo Ballet School 演じる「ジュピター」の一幕



の行事予定 2月 
E v e n t  S c h e d u l e  i n  F e b r u a r y

日 行　事　名 時　間 場　所 

日 科 医療機関名 電話番号 

区　分 1月からの累計 12月中 

テレフォンサービス　�（73）4400（日・祝日のみ） 

休 日 当 番 医  

平成22年 町内の110番・119番 

スポーツの結果（敬称略） 
日 結　　果 大会名 場　所 

広報まんのう　2011.219

2貉
日
行政相談 10:00～15:00 役場本庁

3貅
日

未楽来運動教室 10:00～11:00 神野体育館

心配ごと相談 13:00～16:00 満濃農改センター

7豺
日
栄養相談（要予約／健康
増進課薀73-0126）

役場本庁

9貉
日

心配ごと相談 9:00～12:00 琴南農改センター

1歳6ヶ月児健診 13:00～14:00 満濃農改センター

10貅日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73-0126）

琴南農改センター

身体・知的障害者相談 9:30～11:30 琴南農改センター

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

身体・知的障害者相談 13:30～16:30 仲南支所

15貂日
栄養教室（肥満症予防／
要予約／健康増進課
薀73-0126）

9:30～12:30 満濃農改センター

17貅日

身体・知的障害者相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

人権相談 10:00～15:00 仲南支所

18貊 日

行政相談 9:00～12:00 琴南農改センター

行政相談 13:00～16:00 仲南支所

心配ごと相談 13:00～16:00 仲南支所

23貉日 乳幼児健診 13:00～14:00 満濃農改センター

24貅 日

こころの健康相談
（要予約／健康増進課
薀73-0126）

琴平町ゆうあいの家

精神保健福祉相談 9:00～12:00 役場本庁

未楽来運動教室 10:00～11:00 満濃農改センター

法律相談（要予約／まん
のう町社協薀77-2991）

13:00～16:00 満濃農改センター

25貊 日 乳幼児健診 13:30～14:00 琴南農改センター

6日
内科 おおにし病院 75－5101

外科 岩佐病院 73－3535

11日
内科 大浦内科消化器科医院 75－1600

外科 山本ヒフ泌尿器科医院 75－3112

13日 内科 永生病院 73－3300

20日
内科 ふかだクリニック 73－2211

外科 川口医院 79－0711

23日 内科 大山内科医院 79－3311
※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

交通事故

物損（件） 45（48） 438（432）

人身（件） 13（21） 169（196）

死亡（件） 0（ 0） 1（ 2）

救急出動
火災（件） 0（ 2） 15（ 15）

救急（件） 92（92） 984（948）

※（　　）内の数字は昨年同期の件数

12
月
26
日（
日
）

まんのう町
グラウンドゴル
フ協会杯大会

祓川河川敷
グラウンド
参加：61人

優　勝：大場隆子（真野）

準優勝：山地利正（羽間）

第３位：安藤　武（東高篠）

行事予定・休日当番医・町内の110番119番・スポーツの結果
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満濃南小学校  3年  小松  彩香 「笛を吹く友達」 

満濃南小学校  1年  石川  皓大 「ひがん花大すき」 

再生紙を使用しています。 
リサイクル可能な大豆油インクを 
使用しています。 

●この広報誌は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町企画政策課  �（73）0106まで。 

※所属名と学年は、応募時のもの 

「
朝
一
番 

　
元
気
の
源 

　
　「
い
た
だ
き
ま
す
」」 

「
い
た
だ
き
ま
す 

　
自
然
の
恵
み
に 

　
　
　
　
感
謝
し
て
」 

「
い
た
だ
き
ま
す 

　
世
界
を
つ
な
ぐ 

　
　
　
あ
い
こ
と
ば
」 

満
濃
中
学
校
３
年
　

西
岡
　
奈
那 

満
濃
中
学
校
３
年
　

栗
田
　
万
里
恵 

琴
南
中
学
校
１
年
　

上
地
　
岳
登 

食育標語  
学校  
美術館  

        

　
十
二
月

四
日
に
学

習
発
表
会

が
あ
り
ま

し
た
。
去
年

は
と
て
も

寒
か
っ
た
で
す
が
、今
年
は
、あ
た
た
か
い
一

日
で
、気
持
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
最
初
の
全
校
合
唱
で
は
、全
員
が
大
き
な

声
で
元
気
よ
く
歌
え
ま
し
た
。ぼ
く
も
力

い
っ
ぱ
い
歌
い
ま
し
た
。 

　
ぼ
く
た
ち
の
出
番
は
六
番
目
で
し
た
。国

語
の
時
間
に
学
習
し
た「
く
ら
し
の
百
科
」

を
も
と
に
し
て
生
活
に
役
立
つ
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。ぼ
く
の
班
は
、油
性
マ
ジ
ッ

ク
で
書
い
て
し
ま
っ
た
字
を
ミ
カ
ン
の
皮

で
消
す
方
法
を
発
表
し
ま
し
た
。本
番
ま

で
に
十
回
も
消
す
練
習
を
し
ま
し
た
。お

母
さ
ん
が
、ミ
カ
ン
の
皮
を
袋
に
い
っ
ぱ
い

用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。い
よ
い
よ
本
番
。

と
こ
ろ
が
、ミ
カ
ン
の
皮
で
マ
ジ
ッ
ク
の
字

を
消
し
て
も
消
え
ま
せ

ん
。何
度
消
し
て
も
黒
く

な
る
だ
け
で
す
。こ
れ
で

最
後
だ
と
思
っ
て
思
い
っ

切
り
こ
す
る
と
、や
っ
と

消
え
ま
し
た
。無
事
、出

番
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

　
い
ろ
い
ろ
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た

が
、協
力
し
て
が
ん
ば
っ
た
と
て
も
楽
し
い

発
表
会
で
し
た
。 

  

　
ぼ
く
た

ち
の
学
校
の

近
く
に
、
仲

南
荘
が
あ

り
ま
す
。
そ

こ
で
、
総
合

的
な
学
習
の
べ
ん
強
を
し
て
い
ま
す
。十
二

月
十
三
日
に
は
、仲
南
荘
の
お
年
よ
り
と

い
っ
し
ょ
に『
仲
南
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
』を

楽
し
み
ま
し
た
。学
習
発
表
会
で
え
ん
そ

う
し
た「
あ
り
が
と
う
」の
合
そ
う
や
、ぼ
く

た
ち
が
考
え
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ー
リ
ン

グ
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。 

　
車
い
す
の
方
が
、ボ
ー
ル
を
こ
ろ
が
し
や

す
い
よ
う
に
き
ょ
り
を
考
え
た
り
、レ
ー
ン

を
作
っ
た
り
、ボ
ー
リ
ン
グ
の
ア
イ
デ
ア

は
、み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
た
。お
年
よ

り
の
力
が
意
外
と
強
く
て
、ス
ト
ラ
イ
ク
が

た
く
さ
ん
出
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。賞
状

を
書
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
わ
た
す
と
、に
っ

こ
り
わ
ら
っ
て
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
た
の
が

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

　
し
会
の
宮
田
君
も
、と
て
も
上
手
で
し

た
。く
じ
引
き
の
時
に
、は
ず
れ
て
し
ま
っ

た
人
が
、が
っ
か
り
す
る

か
な
あ
と
思
っ
た
け
ど
、

ま
た
わ
ら
っ
て
く
れ
て

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。三
学

期
に
は
、
ま
た
工
夫
し

て
、も
っ
と
楽
し
い
ハ
ッ

ピ
ー
タ
イ
ム
を
し
ま
す
。 

仲
南
小
学
校  

4
年
　
池
口
　
拓
弥 

今月の 
リポーター 

仲
南
小
学
校  

3
年
　
山
内
　
君
宇 

今月の 
リポーター 

協
力
で
き
た
学
習
発
表
会 

仲
南
荘
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム 


